
　97年 10月に初代プリウスが登場し、初期に

販売されたものは３回目の車検時期を迎えてい

ます。カーオーナーの心境としては、特殊な構

造を持つクルマだけにメーカーの保証期間が過

ぎても引き続きディーラーにメ ンテナンスを依

頼するものと思われますが、実際には整備工場

へ入庫する機会が増えている模様です。

　もし突然、皆さんの工場へハイブリッドカー

が入庫しても、これを万全に受け入れる自信は

ありますか？さすがにハイブリッドシステムの

心臓部をメンテナンスするのは「全然ダメだ」

としても、車検にまつわるメンテナンスはそれ

ほど敷居が高くありませんので、ぜひとも正し

い知識を備えておきたいものです。

　そこで今回は、初代プリウスの車検整備のカ

ンどころについてまとめてみました。

整備モードへ移行し安全な作業を！

　初代プリウスは、エンジン暖気状態でバッテ

リーの充電状態が良好で、かつエアコンのコンプ

レッサの駆動要求がない場合には停車中にエンジ

ンを自動停止しますが、これでは点火時期やアイ

ドリング回転数のチェックなどができなくなりま

す。

　そのため、停車中もエンジンが連続運転する

「整備モード」と呼ばれる機能が設けられていま

す。車検のときには必ず「整備モード」移行への

操作が必要になるので、まず最初にぜひともこれ

を覚えておきましょう（次頁参照）。

　また、プリウスは「スリップ制御」といって、

後輪に対して前輪の回転数が過大になると、前輪

の回転数を制御するトラクションコントロール機

能を持っています。この機能は時速30㎞に到達す

ると働く仕組みになっているので、完成検査にお

いて「速度計試験機」などで前輪だけを回転させ

るときは、整備モードに移行してスリップ制御を

解除しましょう。

　なお「完成検査を行うに当たっての留意事項」

は次頁を参照してください。最も注意が必要なの

は、整備モードへ移行したら必ず『解除』を忘れ

ずに行うことです。整備モードのまま通常走行す

ると、トランスアクスルが壊れてしまいます！



●整備モードへの移行
①次の②～⑤の操作を60秒以内に行う。

②IGスイッチをOFFからONにする。

③シフトレバー「P」レンジで、アクセルペダル

を２回全開にする。

④シフトレバー「N」レンジで、アクセルペダル

を２回全開にする。

⑤シフトレバー「P」レンジで、アクセルペダル

を２回全開にする。

⑥整備モードに移行し、マルチセンターディス

プレイのハイブリッドシステム異常警告灯が

点滅する（上図参照）。

⑦IGスイッチを「START」にすると、エンジ

ンが連続運転となる。

●整備モードの解除
◎IGスイッチをOFFにする。

●整備モード時の注意
◎整備モードでのアイドル回転数は1000r/min

で、アクセルペダルを踏むと約1500r/minま

でレーシングする（後期「NHW11」はアクセ

ル開度60％未満で約1500r/minまで、アクセ

ル開度60％以上で約2250r/minまでレーシン

グする）。

◎整備モード移行中にダイアグノーシスコード

が記憶されると、マスターウォーニングは点

灯するが、マルチセンターディスプレイの警

告灯の異常表示はされない。

◎整備モードで作業中にマスターウォーニング

が点灯した場合は、整備モードを停止してダ

イアグノーシスの点検を行う。

＜参考＞排気漏れ点検などでエンジンの連続運

転を行う場合は、容易な方法としてエアコン

の「Full」スイッチをONしても良い。

［整備モードへの移行・解除方法と注意事項］

［完成検査を行うに当たっての留意事項］
●車両の状態

◎整備モードに移行する前にエアコンOFF、Ｐ

　レンジで始動後、数秒でエンジンが停止する

　ことを確認する（エンジン暖気状態の確認）。

◎整備モードに移行し検査を行う。なお検査時

　のシフトレバーの位置は右表のとおりとする。

◎検査終了後はただちに整備モードを解除する。

注意　整備モードのままで路上を走行すると、

トランスアクスルを破損する恐れがある。

●速度計試験時の留意事項

◎測定時はアクセルペダルをゆっくり踏み、緩

　やかに速度を上げる。また測定後はブレーキ

　でゆっくり減速し、停止する。

注意　負荷設定のないスピードメーターテスタ

上で急発進、急加減速を行うとトランスアクス

ルが破損する恐れがある。

＜参考＞ハイブリッド異常警告灯の位置

前期＜NHW10＞後期＜NHW11＞

ハイブリッドシステム異常警告灯
ハイブリッドシステム異常警告灯
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　プリウスが一般のクルマと少し違うといって

も、ガソリンエンジンを搭載しているのだから、

車検や定期点検時にはアイドル回転数と点火時期

をしっかりチェックしましょう。

　これらの作業は、専用の外部診断装置（S2000）

がなくても行うことができます。

◎アイドル回転数の点検

　運転席のステアリングコラムの下側に「DLC

３」と呼ばれるコネクタが設けられています（右

図参照）。

　点火時期を点検する際は、ここの９（TAC）端

子に「タコパルスピックアップワイヤ」を取付け

て、回転計に接続します。回転計の電源はリレー

ボックスから取り出せます。

　右の写真のとおり、カバーを開けるとリレーが

接続されていない端子があるので、そこに回転計

のプラスリードを接続します。マイナスリードは

ボデーアースします。

　ちなみに、タコパルスピックアップワイヤは

SST（09843―18030）が設けられていますが、同

じ働きをするものはリード線とターミナルがあれ

ば簡単に作ることができます。

◎点火時期の点検

　補正を解除してから点火時期の点検を行う作業

の流れは、プリウスも一般車も変わりません。補

正を解除する方法は、DLC３の13（TC）と４（CG）

端子間を短絡するだけなので、とても簡単です

（下図参照）。

　また、一次信号の検出は１番シリンダのイグナ

DLC3

■アイドル回転数の点検

写真中央のギボシ端子が
接続されているところか
ら電源が取れます。

DLC3

写真中のDLC3の13（TC）端
子と4（CG）端子は、1本の
リード線で結ばれています。
写真ではアイドル回転数と
点火時期の点検を同時に
行っているのが分かります。
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イタ付近に設けられたワイヤハーネスから行えま

す。ワイヤハーネスはゲルコートチューブにテー

プで固定されているので、そこから引き出してタ

イミングライトのクリップを接続します（点検後

はしっかりテーピングするのを忘れずに）。



デキる！ プリウスのエア抜き

　プリウスのブレーキフルードのエア抜き作業

は、約束事を守らないと上手にできません。

　また、もしブレーキラインにエアを混入させて

しまったら、その後はＳ2000を使わないと対処で

きません。

　プリウスは減速時に運動エネルギーを電気エネ

ルギーに変換して高電圧（ＨＶ）バッテリーに回

収する「回生ブレーキシステム」を採用しており、

ブレーキ操作時は油圧ブレーキと回生ブレーキを

「ブレーキコンピュータ」により協調制御してい

ます。また油圧ブレーキには、ポンプモーターに

より高圧に蓄積された油圧を用いてブレーキペダ

ル踏力の助成を行う「ハイドロブースターシステ

ム」が採用されています。

　このタイプは、一般のクルマでも高級車の多く

が以前から採用しているので、現場の皆さんもな

じみがあると思います。そうした知識があれば、

プリウスの約束事にもすぐ対応できるでしょう。

　プリウスはリザーブタンク内のフルード量点検

方法や、フロントブレーキとリヤブレーキでエア

抜きの手順が異なるといった特徴があります。

　プリウスの修理書を見ると手順がたくさん書か

れていて敷居の高さを感じますが、要点さえ把握

すればそれほど難しい作業ではありません。皆さ

んも下記の手順を参考にして、ぜひともチャレン

ジしてください！

◎フロントブレーキのエア抜き作業

　エア抜き作業は２人１組で行うのが理想です。

　フロントブレーキのエア抜きは一般のクルマ

と同じ感覚で行えます。気を付ける点は、IGス

イッチを必ずOFFの状態で行うこと。

　なお、修理書にはペダリングを片輪で20回ず

つ行うとされています。

◎リヤブレーキのエア抜き作業

　フロントがIGスイッチOFFなのに対し、リヤ

は「ポンプモーター」を作動させるためにIGス

イッチをONにします。ここが一番の注意点と

なります。

　運転席に座ったスタッフは、IG スイッチを

ONにしてからブレーキペダルを踏んだままの

状態で保持します。こうするとブレーキフルー

ドはポンプによって吐出されるので、エアを抜

く担当のスタッフはブリーダプラグを開放し、

一定の時間が過ぎたら閉じれば作業終了となり

ます。なお、修理書には１回につき３秒以上連

続してブレーキフルードを抜かないように注意

しています。

リヤは I G スイッチを
ONにしてから、ブリー
ダプラグを解放するだ
け。

フロント作業中は IGス
イッチをOFFに！


